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佐野市景況レポート 
 

２０１９年４～６月期 

  

 佐 野 商 工 会 議 所 

〒327-0027 佐野市大和町 2687-1 

TEL 0283（22）5511  FAX 0283（22）5517  
HP ht tp : / / ww w .sano cc i . o r . j p  

E - m a i l  s - c c i @ s a n o c c i . o r . j p 

調査協力：佐野市あそ商工会  

《 概 況 》 

僅かな景況感の改善はあるも、消費増税等より不透明感は増す 
 
【 平成 31年 4～令和元年 6月期 実績 】 

全業種業況 DI指数は▲18.2、前期（3月期）比+1.4ポイントの上昇となりました。利益

DI指数▲26.5（前期比+2.7）、売上高 DI指数▲23.6（前期比▲3.2）、原材料・仕入価格 DI

指数 23.4（前期比▲4.4）、販売価格 DI指数 0.9（前期比+0.4）と、原材料・仕入価格の指数

下落と販売価格 DI指数の微増が利益 DI指数の上昇、業況の微増に繋がりました。一方、在

庫指数▲2.4と 2期連続の在庫不足感が生じました。これは、景気が悪くなることを想定し

在庫を絞ったが、想定したほど売上高が減少しなかったため在庫が減少したと憶測します。 

 

【 令和元年 7～9月期 見通し 】 

全業種業況 DI指数は▲14.6（前期比+2.4）と、今後の 3ヶ月間は業況上昇を予想していま

す。売上高 DI指数は▲18.6（前期比▲3.0）、仕入価格 DI指数 18.8（前期比▲2.7）、販売価

格 DI指数 0.5（▲2.0）と、仕入価格の低下による業況改善を予想しています。 

 

【 事業所等の景況コメント他 】 

景況に関するコメントには、「消費増税問題」、「人材不足・採用難」、「受注・売上減少」、

「景気悪化」、「仕入価格の上昇」などが挙げられました。前期（3月期）コメントに比べ、

消費増税問題、不況感が強まりました。 

  

 景況感の僅かな改善が見られますが、以前厳しい状況が続いています。頂いた事業所コメ 

ントの、「どんな不況がこようとも、ゆるぎない商売をしていく」との決意に元気づけられ 

ました。 

 〔佐野市内における業況天気図〕 
 実 績（2019 年 4～6月期） 見通し（2019 年 7～9月期） 

業   況 ▲18.2 
 

 ▲14.6 
 

売 上 高 ▲23.6 
 

 ▲18.6 
 

販 売 価 格   0.9      0.5  

仕 入 価 格   23.4 
 

  18.8 
 

労 働 力 ▲31.2 
 

 － － 

 

     

晴れ 薄日 曇り 小雨 雨 

26 以上 11～25 10～▲10 ▲11～▲25 ▲26 以下 
 

調査協力：ＯＫコンサルティング 代表 岡野 清（中小企業診断士） 

＊天気図の説明 

（数字は DI 値） 
・仕入価格、販売経

費、在庫は DI 値を

マイナス評価 
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☆  業況について（2019年 4～6月期実績） 
 

全業種 DI 指数▲18.2、前期比 1.4 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 食品製造業▲5.7 ポイント、②機械・金属製造業▲7.0 ポイント、③卸売業▲10.3

ポイント、④サービス業▲11.1 ポイント、⑤化学・プラスチック製造業▲14.0 ポ

イント 

 
 

  
 

 

☆  原材料仕入価格・仕入価格について（2019年 4～6月期実績） 
 

  
全業種 DI 指数 23.4、前期比▲4.4 ポイント低下

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 繊維品製造業、小売業（飲・食料品）48.4 ポイント、③卸売業 42.9 ポイント、④

機械・金属製造業 28.6 ポイント、⑤食品製造業 28.3 ポイント、 

 

 

  
 

▲ 45.0

▲ 35.0

▲ 25.0

▲ 15.0

▲ 5.0

5.0

15.0

業況（全体）

▲ 8.0

2.0

12.0

22.0

32.0

42.0

原材料仕入価格・仕入価格（全体）

良
い 

悪
い 

上
昇 

天気図 

 
 

天気図 

 

下
落 



 - 3 - 

☆  売上高について（2019年 4～6月期実績） 

 
全業種 DI 指数▲23.6、前期比▲3.2 ポイント低下 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①卸売業▲10.3 ポイント、②食品製造業▲11.5 ポイント、③その他の小売業（大型店

含む）▲13.6 ポイント、④機械・金属製造業▲15.4 ポイント、⑤サービス業▲16.4 ポ

イント 

 

 
 

    
 

 

☆  受注販売価格・商品販売価格について（2019年 4～6月期実績） 
 

 
全業種 DI 指数 0.9、前期比 0.4 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 卸売業 21.4 ポイント、②その他の小売業(大型店含む)12.5 ポイント、③小売業

（飲・食料品）、その他製造業 8.6 ポイント、④食品製造業 5.1 ポイント 
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☆  製品（材料）在庫・商品在庫について（2019年 4～6月期実績） 
 

 
全業種 DI 指数▲2.4、前期比 0.1 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①機械・金属製造業 10.6 ポイント、②小売業（飲・食料品）8.6 ポイント、③飲食店

5.5 ポイント、④繊維品製造業、その他の製造業、卸売業、その他の小売業（大型店含

む）0.0 ポイント 

 

 

 
 

 

☆  利益状況について（2019年 4～6月期実績） 

 
 

全業種 DI 指数▲26.5、前期比 2.7 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①卸売業 0.0ポイント、②食品製造業▲11.1ポイント、③サービス業▲16.4ポイント、

④化学・プラ製造業▲18.1 ポイント、⑤その他の小売業(大型店含む)▲20.0 ポイント 
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☆  資金繰りについて（2019年 4～6月期実績） 
 

 
全業種 DI 指数▲12.2、前期比 5.8 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 卸売業 20.0 ポイント、②食品製造業、その他の製造業 0.0 ポイント、④機械・金

属製造業▲6.8 ポイント、⑤建設業▲7.3 ポイント 

 

 

    
 

 

 

☆  労働力について（2019年 4～6月期実績） 
 

 
全業種 DI 指数▲31.2、前期比 2.0 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 繊維品製造業、その他の製造業▲17.6 ポイント、③飲食店▲23.1 ポイント、④設

備業▲25.4 ポイント、⑤化学・プラスチック製造業▲28.6 ポイント 
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☆  設備稼動率について（2019年 4～6月期実績） 

（建設・設備・製造業関係） 
 

 
全業種 DI 指数▲4.2、前期比 0.7 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 機械・金属製造業▲3.4 ポイント、②食品製造業▲5.3 ポイント、③その他の製造

業▲8.6 ポイント、④化学・プラスチック製造業▲14.0 ポイント、⑤建設業▲14.3

ポイント 

 

 

  
 

 

☆  販売経費について（2019年 4～6月期実績） 

（商業・サービス業関係） 
 

 
全業種 DI 指数 15.2、前期▲2.3 ポイント低下 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①小売業（飲・食料品）27.3 ポイント、②卸売業 21.4 ポイント、③サービス業 16.4

ポイント、④飲食店 12.0 ポイント、⑤その他の小売業（大型店含む）5.9 ポイント 
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☆  今後３ヶ月先（2019年 7～9月期の見通し）の業況について 
 

 
全業種 DI 指数▲14.6、前期比 2.4 ポイント上昇 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 機械・金属製造業 0.0 ポイント、②化学・プラスチック製造業▲3.5 ポイント、③

食品製造業▲5.7 ポイント、④その他の小売業（大型店含む）▲7.0 ポイント、⑤

建設業▲7.3 ポイント 

 

 

    
 

 

☆  今後３ヶ月先（2019年 7～9月期の見通し）の売上高について 
 

 
全業種 DI 指数▲18.6、前期比▲3.0 ポイント低下 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

① 食品製造業▲5.7 ポイント、②その他の小売業（大型店含む）▲7.0 ポイント、③

機械・金属製造業▲7.3 ポイント、④化学・プラスチック製造業▲10.8 ポイント、

⑤卸売業▲11.1 ポイント 
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☆  今後３ヶ月先（2019年 7～9月期の見通し）の原材料仕入価格・ 

仕入価格について 
 

 
全業種 DI 指数 18.8、前期比▲2.7 ポイント低下 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①小売業（飲・食料品）48.4 ポイント、②繊維品製造業 37.5 ポイント、③食品製造業

28.3 ポイント、④化学・プラ製造業 24.7 ポイント、⑤飲食店 23.1 ポイント 

 

 

   
 

 

☆  今後３ヶ月先（2019年 7～9月期の見通し）の受注販売価格・商品 

販売価格について 
 

 
全業種 DI 指数 0.5、前期比▲2.0 ポイント低下 

業種別 DI 指数（上位 5 業種） 

①小売業（飲・食料品）17.6 ポイント、②飲食店 11.1 ポイント、③サービス業 10.7

ポイント、④卸売業 10.3 ポイント、⑤食品製造業 5.1 ポイント 
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☆  市内各事業所からの景況に関するコメント ☆ 

 

 
※景況調査にご協力いただきました事業所のうち、「景気に対するコメント欄」に 

ご記入いただいた内容を、そのまま掲載しております。 

 

 

建設業 
    ・消費税 10％が悪い影響を及ぼす！ 

    ・昨今の社会情勢で増大している経費を転嫁させてもらえない。生産も事前説明なしで調

整されている。 

 

設備工事業 

  ・人手不足 
 

繊維品製造業 
・人手不足感はありますが、日本人に限ってのことで外国人留学生等は沢山居ると感じま

す。彼らを活かすことが出来れば何とかなりそうな気がします。 

・ゴールデンウィーク明けから悪い。特に車両が悪い。 

 

食品製造業 
・材料の価格が上昇しており、販売価格を上げざるをえません。これからの暑い季節をど

う乗り切るか、頭を悩ます所です。 

・いつもの事だと５月のゴールデン後６月あまり良くない。夏を期待したい。 

・消費税反対です。税金は富裕層と大企業から取るべきです。軽減税率反対です。同じ商

品がイートインとテイクアウトで税率変わるのっておかしくないですか？働き方改革

も最低賃金の件も大企業と零細企業では集まる人材のスキルが異なるのですから大企

業と零細企業とでは基準を別にしてもらいたいです。 

・人員の確保が難しい状況です。また、外部に委託している業務(清掃・守衛)や廃棄物処

理の費用について値上げ交渉等がきています。 

・倒産や M&Aの話を耳にする機会が増え、増税を前に不況を感じている。肌感覚と統計調

査でタイムラグがあり、政府は実感できていないのだろうが、増税の 10 月から更に景

気が低下すると企業の体力、特に中小企業は限界をむかえ更なる倒産が増えるので

は・・・。 

     

機械･金属製品製造業 
・半導体生産設備関連の生産がほぼとまっている。 

・メーカーの生産及び出荷が好調で輸入材の増加と合わせて市中の在庫水準が近年になく

高くなっている。従って市場の売り圧力が強く相場は弱含み下げ基調で推移。採算の悪

化に苦慮している。 

・高齢ドライバーの事故が多発して、尊い命が失われている。この現実を高齢ドライバー

はどう思っているのか？悲しい事故を防ぐにはどうしたら良いか？真剣に考える時期

にきているとおもいます。 

・先が見えない。仕事量の波が大きい。景況感が悪くなってきているので気がかり。 

・５月の１０連休が売上減少になっています。 

・ゴーン氏、トランプ氏、消費税、働き方改革、イギリス EU離脱、そろそろ景気に良いニ

ュースが欲しいです。 

・主材料の値上げ傾向になってきています。中国経済の影響が徐々に出て来ているようで

す。 

 

化学･プラスチック製品製造業 
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・この先、受注予想が薄く、物件が少量化の傾向になってきてます。 

・2018年 12月で注文が有りましたが、2019年 1月注文減少です。2017年から家族だけで

生産です。 

・大物があったため一時的には生産高増だが平均するといかがな物か？適正の物の受注は

難です。 

・輸出関連の仕事は少ないので中国の関税の影響が無いのが幸いです。 

 

その他製造業 
・景気は良くない。米中貿易摩擦の影響の様な気がする。原油価格が下がっているので材

料の仕入は単価も量も減っている。 

・人手不足に苦戦しています。 

・対前年比では売上 10％減の見通し。 

 

卸売業 
・売上低迷。 

 

小売業（飲･食料品） 
・価格上昇しています。 

・通行人の著しい減少、町の中心部の超高齢化、町中に店舗数減等あまりに変わって仕舞

っていい？ 

・暑い夏の時期は売れない商品なので我慢の一言です。製造や在庫は極力少なめに抑えて

いる。 

・消費税増税があるため、不透明感が強い。 

・消費税 10％反対。 

 

その他の小売業（大型店含む） 
・ゆるやかな景気の回復を感じる。 

・4月はまあまあの売上。5月はガクンと減少。6月は出足良好、中旬経過で！ 

・10月の消費税増税を見込んだ大型商材好調です。増税までは買い換え需要を取り込んだ

セールスが増えると思われます。 

・メーカーの品切れが長く続き、商品の入荷がなく、お客様に商品が届かない→店の売り

上げにならない、入荷してもいつ品切れになるのかもわからないので、入荷するときに

2 ヶ月分くらい仕入れてしまい仕入価格が上がる。メーカーは売れすぎて商品がおいつ

かないそう。メーカーの株だけどんどん上がる。お客様はたくさん来るのに売り損が多

い。悲しい。 

 

飲食店 
・人手不足がいよいよ深刻になって来ました。営業時間、日数の減少を覚悟しています。 

・人口減少が特に今の現状には追い打ちをかけています。まわりに人がたくさん減ってい

きとてもさびしい状況です。これからどんな不況がこようとも、ゆるがない商売をして

いく事が私の目標です。 

・梅雨に入り野菜の値上がりが心配です。雨天の日は客足もまばらです。 

 

サービス業 
・4 月が特に悪く前年対比で 22％もダウンしました。5 月・6 月は 3～5％ほど増加しまし

たが、4 月の減少を補うほどではない。不採算店の閉店などで、なんとか営業を続けて

いる状態です。 

・栃木の仕事が少なかったが、少しずつ動き出したような気がする。 
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佐野市景況調査 要項 
 

1 調査時期  ２０１９年４月～６月 

2 調査業種  佐野市内に本支店を有する建設業・製造業・商業・サービス業・飲食店など

２９０社（内訳：佐野商工会議所地区（旧佐野市）２００社、佐野市あそ

商工会地区（旧田沼町・旧葛生町）９０社）を対象として実施し、１９５

社（回答率６７．２％）から回答がありましたものを取りまとめたものです。 

 

(1) 建設業 

① 建 設 業    ２５社 

② 設 備 工 事 業    ２１社 

(2) 製造業 

① 繊 維 品 製 造 業    ２２社 

② 食 品 製 造 業    １８社 

③ 機 械 ・ 金 属 製 品 製 造 業    ４０社 

④ 化学・プラスチック製品製造業    ３６社 

⑤ そ の 他 の 製 造 業    ２２社 

(3) 商業・サービス業 

① 卸 売 業    １５社 

② 小 売 業 （ 飲 ・ 食 料 品 ）    ２３社 

③ その他の小売業（大型店含む）        ２７社 

④ 飲 食 店    １９社 

⑤ サ ー ビ ス 業    ２２社 

 

3 分析方法[景況動向指数（ＤＩ）による] 

景況指数は、好況・不況の差を指数にしたものであり、基準指数が「０」で上限限度は、

＋１００・－１００となり、プラスは景況の好転、マイナスは景況の悪化をあらわしてい

る。 

ＤＩ方式は、    ３ｘ－３ｚ     ×１００により算出 

３ｘ＋４ｙ＋３ｚ 

ｘ：「良い」「増加」「騰貴」「過多」等の回答企業数 

ｙ：「普通」「ほぼ同様」「適正」の回答企業数 

ｚ：「悪い」「減少」「下落」「不足」等の回答企業数 

4 主 管   佐野商工会議所 

5 調査協力   佐野市あそ商工会 

6 お問合先   佐野商工会議所経営支援課  ℡（代表）0283-22-5511 
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